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論 説

湾岸戦争の意味
一 ヴ ェ トナ ム ・シ ン ドロ ー ム は克 服 され た か?一

玉 井 秀 樹

はじめに

1.国 際社会の変動 とフセイン政権の戦略

H.ブ ッシュ政権の戦略

田.米 国民 はなぜ戦争 を許 したのか?

むすび

は じめ に

一 「我 々 は ヴ ェ トナム ・シン ドロームをきっぱ りと叩 き出 した」

ホ ワイ トハウスに集 まった州議会議員 の一団を前 に,ブ ッシ ュは高 らか にそ う

宣言 した。

演説 原稿 には書かれていなか った,歓 喜 の ほ とば し りだ った1)。

湾岸戦争は米国及びその同盟国による想像を絶する規模の空爆の後,意 外な

ほどあっけな く米国側の勝利,し かも圧勝と言っていい結果に終わった。内外

の強い疑念を押 し切 って,湾 岸危機の打開を戦争に賭 けたブ ッシュ大統領は,

この勝利によってついに 「フセインよりも強大な敵に対する勝利の宣言」2)を

することがで きたのである。

このイラク攻撃は形式的には国連安保理決議の遂行であったが,実 質的には

「米国の戦争」 と呼ぶべ きものであった。ブ ッシュによる 「ヴェ トナム ・シン

ドローム克服宣言」は,こ の戦争を遂行 した米国の本心を象徴的に言い表 して

いるように思われる。ブ ッシュ政権が戦争への道 を避けようとしなかったのは,

米国がヴェ トナムにおける戦争で失 った もの,す なわち 「アメリカの正義 と力」

に対する国民的自信を,イ ラクとの戦争で取 り戻そうと考えていたからではな
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いだろうか。

ブ ッシュ大統領 は 「ヴェ トナム とは違 う。 ヴェ トナムにはな らない」 と何 度

も言 明 した。 しか し,こ れ は ヴェ トナ ムの悲 劇 の 再現 を恐 れる国民 に対す るメ

ッセージ とい うよ りも,「 ジ ョンソ ンが 犯 した よ うな ヴ ェ トナ ムでの失敗 は二

度 と繰 り返 さない」3)と い う決 意表 明 で あ った とみ るべ きであろ う。 その決意

はブ ッシュの戦争準備政策 に もよ く表れてい る。

ブ ッシュ大統領 はイラクへ の対抗 策を開始す るにあた り,ま ず,イ ス ラエ ル

や ソ連 を始 め 同盟 国 の支持 を取 り付 け,"国 際 的 な正 当 性 の獲 得"に 務 め た。

その 際 国連 が きわめ て有効 に活用 されている。 また ,戦 況 予測 に関 して は常

に シ ヴ ィアで,慎 重 な態 度 を崩 す こ とな く,国 内 に"相 当 の覚悟 が必 要 で あ る・

とい う雰囲気 を作 り出 した。そ して,邪 悪 な独 裁者 とい うサ ダム ・フセ イ ンの

"確 固 た る敵 イ メー ジ"を 作 り上 げ てい
った。サ ウジ ァ ラビァへの派兵 は最新

兵器で武装 した"兵 力 を大 量 に一 挙 に投 入"す る とい う作 戦 で のぞ み ,現 地 で

の"指 揮 権 を軍 に全面 的 に移 譲"し た ので あ る。 さらに,今 回 の戦争 は"徹 底

的 な報 道 管制"の 下 に置 か れ た。

これ らはい ず れ も 「ヴェ トナ ムにおいてはこう した施策が不徹底であ った り
,

ない が しろ に されて い たが ゆえ に勝利で きなか った」 とす る,軍 事専 門家 た ち

の主 張 を大幅 に取 り入 れた ものであ った と言 えよう。

ブ ッシュ大統領 はこのような 「ヴェ トナムの教訓」 に基づ いて,フ セ イ ンに

対 して 断 固 た る処 置 を実行 してい った。そ して 「砂漠の嵐」 において予 想以上

の大勝利 をお さめたのである。 これによ りブ ッシュ大統領 の支持率 は89%に 跳

ね 上 が った4)。 また,『 ニ ュー ヨー ク ・タイ ム ズ』紙 が 「ヴェ トナ ム戦争 は16

年 前 に終 わ った。 今 や それ は正 式 に埋葬 されて,そ の亡 霊 を払 い除 ける時 が き

た の だ」5)と 論 評す るな ど,多 くの米 国民 はブ ッシ ュの 「ヴ ェ トナム克服宣言」

を受 け入 れたように見 える。

ブ ッシュに高 い支持 を与 えた米国民のメ ンタ リテ ィーについて 『ニ ュ0ズ ゥ

ィ.___ク』誌 は,「20年 もの 問有 能 な大統 領 に恵 まれ ず,衰 退 の 予 感 に打 ち ひ し

が れ,政 治 ス キ ャ ンダル に うん ざ り していた米国民 は,ブ ッシ ュに よって救 わ

れ る思 いが した。かつての弱虫の腰 ぎん ちゃ くが,今 は勝 者 とな ったの だ か ら
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なお さ らで あ る。 … … マ ス コ ミや評論家は首 をか しげていたが,大 衆 は この半

年,ブ ッシ ュの指 導 力 を信 じた 。 そ して,見 事 に報 われ た」6)と 報 じて い る。

今 回の戦 勝 に対 す る米国民の喜 び ようには 「強いアメ リカ」の復活 を讃 える

愛国主義 的な色合 い も強 く感 じられる し,そ れ は また 「ヴ ェ トナ ム ・シ ン ドロー

ム」がいかに深刻 な ものであったか を物語 ってい る。 しか し,米 国民 の 多 くは,

米 国軍 の犠 牲 者 が少 ない うち に戦争が終わ ったことを,最 愛 の 家族 が 無事 に帰

って来 れ る とい うことに何 よ りも歓喜 したのであ った。

そ して,こ う した米 国 民 の大 部分 は決 して戦争 を積極的には支持す ることは

なかったのである。彼 らはヴェ トナムの悲劇が再現 され ることを何 よ りも恐 れ

ていた し,武 力 行使 に対 す る反 対 派 の運動 も活発であ った。 それに もかかわ ら

ず,米 国 民 は なぜ 戦 争 を最後 まで拒 否 しなか ったか。世界の誰 もが,米 国民 で

さ え も望 んで い なか った戦争 はなぜ行 われて しまったのか。

この小論 はこうした観点か ら湾岸戦争 につ いて考察 を加 えていこうとす る も

のであるが,ま ず は じめ に,湾 岸 危機 が戦争 へ とエ ス カ レ0ト して い く過 程 を

検討 しなが ら,武 力侵 攻 の挙 に 出た イ ラク=フ セ イ ンの意 図 は どこ にあ った の

か を考え,続 い て,戦 争 を選 択 した米 国政府 の真 意 を探 り,最 後 に米 国民 が戦

争 を容 認 した こ との意味 を考 えてい きたい。

1.国 際社会の変動 とフセインの戦略

1990年,ヨ ー ロ ッパ で は前 年 の東 欧革 命 をへ て,新 た な る統 合 へ の動 きが急

ピ ッチ で進行 していた。 この地域的 な不戦体制確立への動 きは,前 年 まで の 世

紀 末 的動 乱 とは対 照 的な,新 世 紀 の新 しい世界 秩 序構 築 へ の試金石であ り,ポ

ス ト冷戦 を象徴 す る もの と見 な されていた。

こう した ヨーロ ッパの情勢 を見て,来 るべ き世 紀 が平和 の うち に始 まるであ

ろうと信 じていた世界中の人々に とって,ク ウェ ー ト侵 攻 は ま さに青 天 の壁歴

であ った。そ して,サ ダム ・フセ イ ンの行為 は 「平和」へ と向か う人類の歴 史

に逆行す る ものであ り,今 よ うや く第一 歩 を踏 み 出そ う としている 「新 国際秩

序」へ の重大な挑戦である と見 なされ ることになる。その後,湾 岸 危機 が エ ス
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カ レー トしてい く過程で フセイ ンが新秩序 の破壊者であ るとい うイメ0ジ が更

に 固 め られ てい くこ とにな るが,と こ ろで,危 機 に直 面 した とされ る 「新 国際

秩 序」 とは一体 いかなるものなのであろうか?

そ もそ も新 国 際秩 序 とは世 紀 末 的混沌か ら抜 け出そ うとす る人類の,い わ ば

ス ロー ガ ンの様 な もの に過 ぎず,"新 秩 序"そ の ものの確 定 的 な イ メー ジす ら

存 在 していない と言 って よいであろ う。ただ,ヨ ー ロ ッパ の 変革 に象徴 的 に見

られ るような"新 国際秩 序"を 指 向す る国際社 会 の トレン ドを 「戦争の非制度

化」7)へ の動 き と と らえ る こ とは で き よ う。 そ して,「 戦 争 の 非 制度 化 」へ と

動 きだ した国際社 会の文脈 か ら考 えれば,ク ウ ェー ト侵 攻 は も とよ り,「 多 国

籍 軍 」 に よる イ ラク爆 撃 も また新国際秩序 を揺 るがす ものであ った と言 わざる

を得 ない。 しか し,こ こで は湾岸 危機 を戦争 で解 決 しようとした 「多国籍軍」

(米 国)の 対 応 の問 題 を検 討す る前 に,フ セ イ ンが なぜ 武 力行 使 に踏み 切 った

のか につ いて考 えてお きたい。

1990年8月2日,ク ウェー トに侵 攻 した イ ラク は革命評議会 を通 じて,自 ら

の 行動 をク ウ ェー ト革 命 政府 へ の支援であ ると発表 し,政 権 が安 定 し次 第 直 ち

に撤 退 す る などとしていたが,8月8日 に は クウ ェー トの統 合 を発 表 し,今 回

の侵 攻 の 目的が ク ウ ェ0ト の獲 得 で あ った こ とが す ぐに明 らかになった。

サ ダム ・フセイ ンを中東 の ヒ トラーになぞ らえていた米国のマス コ ミなどに

してみれば,こ の イ ラ クの侵 攻 劇 こそ フセ イ ン政権 の膨 張主義の動 かぬ証拠 で

あ るということになるであろ うが,こ う した反 イ ラ ク ・プ ロパ ガ ンダのせいで

イラクが侵攻 に到 った実際の経緯が見 えに くい もの となって しまった。

イ ラク ・クウユー ト間の領土問題 はクウェー ト独立 当時か らの紛糾の種であ

るが,今 回 の よ うな武 力侵 攻 を まね くほ どの両国関係 の険悪化 は比較的最近 に

なって表面化 して きた ものであった。 その最大 の要 因はクウェー トやアラブ首

長 国連邦の石油増産政策 による石油価格の低迷であ った。

専 門家筋 に よれ ば,イ ラ クが イ ラ ン との戦 費 調達 の ために重ねて きた対外 累

積債務 は600億 ～700億 ドル に の ぼ る といわ れ,そ の上 に戦 後 経 済復 興 に は1000

億 ドル以上 の資 金 が必 要 とみ られ ていた8)。 その戦 後復 興 の財 源 とな る ものは

石 油収入 しか な く,ま た,採 油 設備 の限界 か ら原油 増 産 は望 めない とい う事情
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もあ って,石 油 価 格 の値 上 げ に よって増 収 をはかるとい うのがイラクに とって

は最 も合理的 な外貨獲得 の方法であった。そのイラクに とって,ク ウェ ー トや

ア ラ ブ首 長 国連 邦 の 原油増産に よる供給過剰 によって もた らされる石油価格 の

下落 は,財 政破 綻 を招 きかね な い深 刻 な問題であった。

クウェー トはOPECで 取 り決 めた生 産枠 を超 えて増 産 を続 けてお り,そ の

ため 原油 価格 は1990年 春 以 降低 迷 を続 けてい た。5月2日 か ら3日 にか けて ジ

ュネ ーブ で 開催 されていたOPEC閣 僚 監視 委 員 会 で は,こ の 時期,推 定 で 日

量2350万 バ レル まで増 大 した生 産量(1989年11月 のOPEC総 会 で は 日量2200

万 バ レル で協 定 が 結 ばれ て い る)を5月 ～7月 期 で144万5千 万 バ レルの協 調

減 産 をす る こ とで合意 したが,6月 実績 で は 日量2320万 バ レル前 後 と生 産 量 は

ほ ぼ横 ばい の状態が続いたg)。 ク ウ ェー トで は こ う した増 産 に よる利益 の多 く

を企業買収 な どの海外投資 に振 り向ける一方で,経 済復 興 に苦 しむ イ ラ クか ら

の要 望 に対 して はそれほどの積極 さを見せ なか った10)。

こ う した クウ ェー トの態 度 に業 を煮や したイラクの不満が,6月 に入 ってつ

い に噴 出す る こ とにな る。 まず,6月23日 にハ マ デ ィ副首 相 が 石油 価格 低 迷 は

人 口が多 く,負 債 を抱 えた イ ラ ク に とって不 利である旨の発言 を したの に続 き,

6月28日 には シ ャラ ビ石 油相 が 原油 価格 低迷でOPECは50億 ドル の損 失 を し

て い る とク ウェ ー トやアラブ首長国連邦 の増産政策 を非難 した11)。

そ の後,7月10日 の湾岸5力 国(サ ウ ジア ラ ビ ア,イ ラク,ク ウ ェー ト,ア

ラブ首 長 国連 邦,カ タール)石 油相 会議 にお いて,1990年 前 半 の生 産枠 を遵 守

す るこ とを確 認 した ことで,こ の 問題 も一段 落着 い たか とみ られていたが,そ

れ か ら一週 間 もた た ない7月16日 に,ア ジズ外 相 は ア ラブ連盟 の ク リビ事務総

長宛 にクウェー トを非難する書簡 を送 り,翌17日 の イ ラ ク革命 記念 日の大 統 領

演 説 で フセイ ンは直接名指 しこそ しなか った ものの,ク ウェ ー ト及 び ア ラブ首

長 国連邦 の行為 を厳 し く非難 した。 そ して,18日 に は アジ ズ外 相 が,ク ウェ ー

トは イ ラ ク南 部 国境 の油 田か ら24億 ドル相 当 の原 油 を盗 掘 して い る と主張 し,

イ ラク に よる対 ク ウェ ー ト非 難 は旧来の国境問題 まで持 ち出す厳 しいもの とな

ったのである12)。

イラ クが これ ほ ど まで に態 度 を硬化 させ たの は,ク ウ ェー トな どが結 局 合 意
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事項 を守 ろ うとしなか った こ とが原 因 とみ られて いるが,7月21日 に は ク ウ

ェー トが イ ラ ク との 問題 を国連安保 理に提訴 したことによって,イ ラ クの感 情

を さ らに悪化 させ た13)。 そ して,イ ラク は ク ウェ ー トとの 国境 に軍隊 を実際に

展 開す る とい う強硬 な姿勢 でOPEC総 会 に 臨 んだ ので あ る。

7月27日,ジ ュ ネー ブで行 われ て い たOPEC総 会 は,こ れ まで1バ レル18

ドル で あ った 最低 参 考 価 格 を21ド ル に 引 き上 げ,下 半 期 の生 産 上 限枠 を 日量

2,249万1千 バ レル とす る こ とで合 意 に達 し,閉 幕 した。 ベ ネ ズエ ラ な どの 中

南 米 の産油 国は値上 げには きわめて慎重 であった ものの,イ ラ ンをは じめ多 く

の ア ラブ産油 国 はイラクの主張 に同調 したため,3年7カ 月 ぶ りの値上 げ と実

質70万 バ レルの減 産 とい うイ ラ クの立場 を配慮 したかたちでの妥協が成立 した

14)。 しか し,こ の程 度 の妥 協 で は フセ イ ンを納得 させ ることがで きないほ どイ

ラク ・クウェー ト問の対立 は厳 しさを増 していたのである。

7月 中旬 か らエ ジ プ トの ムバ ラ ク大統領が イラク ・クウェー トの調停 に乗 り

出 していたが,両 国の 直接 交 渉 はな かな か実現 に至 らず,サ ウ ジア ラ ビアの仲

介 に よって よ うや くジェ ッダでの直接交渉が行 われた。 しか しここで,イ ラ ク

は国 境 付 近 の油 田か らの盗 掘 の賠償 や新 たな借款供与等 を内容 とす る総額300

億 ドルの損 害賠 償 を請 求 し,さ らに,問 題 とな ってい た ブ ビヤ ン ・ワルバ両島

の長期租借 ない しは割譲 も要求 した といわれている15)。 クウ ェー ト側 は この要

求 を全 く受 け入れ ようとはせず交渉 は決裂 した。

ここで,ク ウ ェー トの増 産 政策 に よ って被 った被害 を債務 の帳消 しや新た な

借款等 で補償 させ ようとい う狙 い とともに,領 土 要 求 まで持 ち出す こ とに なっ

た背景 について確認 してお きたい。

近年 になってイラクの中心油田はペルシ ャ湾岸地域へ と次 第に移 って きてお

り,ペ ル シ ャ湾へ 通 ず る石 油貿 易 拠 点 を必要 としていた。そ もそ もイランに戦

争 を仕掛 けたの もペル シャ湾へ の出口となるシャ トル ・アラブ川両岸 の支配権

を獲得す ることが 目的であった。 ところが,こ の戦争 に よ ってペ ル シ ャ湾岸最

大 の貿易拠点 であったバスラに壊滅的な打撃 を受 け,新 た な貿 易拠 点建 設 を早

急 に進 め なければな らな くな った。 イラン ・イラク戦争停戦後,こ の貿 易港 整

備 が進 め られ る こ とになったが,イ ラ ク側 の貿 易 港 か らペ ル シ ャ湾への出 口を
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ふ さ ぐか た ちで ク ウ ェー ト領 の ブ ビヤ ン ・ワルバの2島 が あ り,貿 易 拠 点 を完

備 す るた め に はク ウ ェー トとの国境 を確保 してお く必要があ った。そのため,

イ ラ ク はブ ビヤ ン ・ワルバ2島 の使 用 を求 め て クウ ェー トと何度か交渉 を行 っ

て きた とい う経過が あった16)。

フセ イ ンが 政権 掌 握 以 来,武 力行 使 を も辞 さず にペ ル シ ャ湾岸国境確保 を目

指 して きたことに対す る認識の甘 さが クウェー ト政府 にはあ った。交渉の決裂

が侵攻 を招 くであろうことを見抜 けなかったのであ る。

これ まで述べ て きた ように,ク ウ ェ ー トは増 産 政 策 な どで イ ラクに対 して相

当な損害 を与 えて きたことは事実で あるけれ ども,フ セ イ ン大 統 領 が あ えて 武

力 に よる解決策 を選 んだ理 由はどこにあ ったのであろ うか。

一つ には,戦 後 の経 済 危機 を長 引 かせ て政 権基盤 を揺 るがす ような事 態 を避

けるために,武 力侵 攻 とい う 「早期 解 決 」 の道 を選 んだ とい うこ とが考 えられ

る。 イラクの側 もOPECな どい くつ かの ル0ト を通 じて 「交 渉 」 をす す め て

いた が,ク ウ ェー トは イ ラクの要 求 の 「緊急性」 に対 する充分 な理解 を見せ な

か ったために,イ ラ ク は交 渉 に よ る解 決 に失望 していた ともい えよう。

もう一つ は欧米 で展開 されていた反 イラク ・キ ャンペー ンに対す る危機憾 か

ら国力 回復 を急いでいた とい うことがあげ られる。

欧米 において対 イラク批判が高 まるのは,イ ラ クが スパ イ容 疑 で死刑 の判 決

を していた英 国 『オブザ ーバ ー』紙 のバ ゾフ ト記者 を,3月15日 に判 決 か ら5

日後 とい う異例 の 早 さで処刑 してか らであ る。 これ に対す る直接的 な報復 とい

うこ とで はなか った ものの,3月28日 に は 「核 起爆 装 置 」 を米 国か ら密輸 しよ

うとした としてイラク人が ロン ドン ・ヒース ロー空港で逮捕 され,ま た4月11

日に は イ ラクが輸 入 しよ う と して いた砲 身 となる巨大鋼鉄パ イプが英国関税局

に よって押収 されるなど,イ ラ クに対 す る武 器輸 出の取 締 りが強化 されるよ う

になった。

こう した情勢の 中で,フ セ イ ン大 統 領 は4月2日,「 イス ラエ ル に先 制 攻 撃

され た場 合 は化学兵器で報復す る」 との演説 を行 い,イ ラクが化 学 兵器 を所 有

し使 用 可 能だ と初 めて公 けに した。反 イラク ・キ ャンペー ンに対す るフセイ ン

大統領 の挑戦 的な姿勢 は,対 米 関係 に も悪 影 響 を及 ぼす こ とになった。米政府
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はイラクを孤立化 させ,あ る い は イ ラク と対 立 す るこ とは中東の不安定要素 を

増加 させ るとの判断 を示 しなが らも,イ ラ クを国際 テ ロ リズ ム支援 国 家年次報

告 リス トに再録す るなどイラクに対する警戒感 を強めていったのである。

クウェー ト侵攻 は武力 を使 ってで も豊富な資源 とペルシ ャ湾への通路 を獲得

してお こうとい う,欧 米 の反 イ ラク的態 度 を イス ラエル を利す るための陰謀 と

みたフセ イン大統領 の過剰反応であった とい う見方 もで きよう17)。

そ して,フ セ イ ン を侵 攻 に踏 み切 らせ た もうひ とつの要 因は,も はや 中東 で

の紛争 に米 国 が直 接 介入す ることはない とい う誤算であった。

H.米 国はなぜ戦争 を選択 したのか?

イラク ・クウェー トの対立が イラク軍展開 とい う事態 に まで深刻化 していっ

たに もかかわ らず,米 国 は この紛 争 に介 入 しよ う とい う意志 を表明する ことは

なか った。 イラク軍3万 が ク ウェ ー ト国境付 近 に終結 していた時期,米 国 は ア

ラ ブ首 長 国連 邦 との 共 同軍事演習 を実施 したが,両 国 と もこの演 習が 「通常 の

小 規 模 の もの」である と発表 し,イ ラク に対 す る牽 制 の 意味 合 い を否定 しよう

と している。

また,7月25日 に フセ イ ン大統 領 は グ ラスパ イ大使 を大統領官邸 に呼 び,ク

ウェ ー ト及 び ク ウェ ー トを利 す る米国の政策 を厳 しく非難 し,武 力 行使 の可 能

性 を もち らつ かせ て米国の出方 を打診 してい る。 これに対 して,グ ラスパ イ大

使 は米 国 は イ ラク との関係 改善 を望んで お り,ア ラブ 間の対 立 に関与 す るつ も

りはない と答 えてい る18)。す な わ ち,米 国 はフセ イ ンの戦 争 の意志 を敢 えて止

め ようとは しなか ったのである。

米情報当局 は,侵 攻 直前 に な って クウ ェー ト国境 のイラク軍が3倍 以上 に増

強 されて い るの を確 認 しなが ら,余 りに もあか らさ まな兵 力展 開 であるがゆえ

に単 な る脅迫 に しか過 ぎない と誤判 断,「 重 大 な脅 威 の徴 候 はほ とん ど認め ら

れない」 とい う結論 を下 した。 こう して米国 は全 く 「予想外 の出来事」19)であ

っ た イ ラ クの侵 攻 とい う事 態 に直面する ことになる。

これに対 し米国 は以前 までの対 イラク慎重論か ら一転 して強硬策 をもって対
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抗 し,空 母インデ ィペ ンデンスなど6隻 の艦隊を湾岸に向かわせた。『ニュー

ズウィーク』誌の内幕 レポー トによれば,8月3日 に召集 された国家安全保障

会議では,そ れまでイラクの侵攻はないと言い切っていたCIAも 一転 して「イ

ラクは次にサウジアラビァを狙っている」と強調 し,サ ウジアラビア軍はサ ウ

ジ東部の油田を占拠 しようとするイラク軍に反撃で きないだろうと進言 した。

ブッシュ大統領は反対意見を抑えてこれに同意 し,何 もしなければ,イ ラク及

びクウェー ト在住の米国人だけでな く,世 界経済を左右する石油資源をも危機

にさらすことになるとして米軍派遣を決断 した。

翌8月4日 キャンプデーヴィッドでの会議で具体的な派遣作戦が検討 された。

ここでパウエル統合参謀本部議長や中東担当陸軍司令官ノーマ ン ・シュワルツ

コフはイラク軍 を追い返すには大規模な地上戦は避けられず,地 上戦での犠牲

者を少な くするためには数カ月をかけて陸 ・海 ・空軍を大々的に展開する必要

があると主張 し,大 統領はこの計画を承認 した。同日,キ ャンプデーヴィッド

から国防総省にもどったパウエル議長は,ま ず,約50隻 の艦艇をペルシャ湾

に送 り出し,ノ ルマンディー上陸作戦 を上回る規模の派兵計画 「砂漠の盾」作

戦の実行に取 りかかった。そ して,8月6日 にはF15イ ーグル戦闘機の飛行

大隊が第一陣として米国を飛び立 ったのである。

8月8日,サ ウジアラビアに対する米軍陸上部隊及び航空部隊派遣を公式に

発表 したテレビ演説でブッシュ大統領は,今 回の派兵の基本 目標が①イラク軍

のクウェー トか らの即時,無 条件,全 面撤退,② クウェー ト正統政府の回復,

③ペルシャ湾の安定と安全の確保,④ 現地の米国民の保護,に あるとして,全

国民の支持 を訴えた。また,イ ラクを撤退させるために行われている国際的な

制裁措置 を実効あるものとするために軍事的抑止が重要であること,米 国軍は

他の同盟国 と共にサウジアラビアの要請にもとついて駐留する防衛的な もので

あることなどを挙げて派兵の正当性 を強調 した。

派兵公表当時,二 個飛行大隊および地上部隊数千程度の規模 とみられていた

が,「 砂漠の盾」作戦第一期分は12万5千 に及ぶ ものであった。そ して,さ ら

に10万 規模の重機甲部隊を投入 してイラク軍 を撃破する計画であった。 ところ

が,部 隊輸送が終わ りに近づいたころ,こ の作戦の前提を大きく覆す状況の変
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化が判明 した。イ ラクはイ ラン国境 に配備 していた数十万 といわれる大部隊 を

クウェー トに投入 し,イ ラ ク南 部 まで後 退 させ た最精 鋭 の大統領警護隊の前面

に配置 して階層状 の防衛態勢 を敷いたのであ る。 シュワル ツコ フ司令 は この ま

まではクウェー ト奪 回作戦で多大な犠牲 を避 けられないと して ,よ り大 規模 な

増 強 計 画 を進 言 した 。「ヴェ トナム化 を避 けたいな らアメ リカは大胆 で機略 に

飛 んだ作戦 をとるべ きだ」20)との シュ ワル ツコ フ司令 の主 張 を受 けてパ ウエル

議長 は 「強化 オプシ ョン」 と呼 ばれ るこ とにな った増強計画 を立案 し,最 終 的

に増 派 の規 模 は20万 に及 ぶ こ とにな った。

ブ ッシ ュ大統領が この 「強化 オプ ション」 に関す るブ リーフ ィングをチ ェイ

ニ ー国防長官 とパ ウエル議長か ら受 けたのは10月30日 で あ った 。翌 日,ス コ ウ

ク ロ フ ト国家 安 全保 障担 当補佐官,ス ヌ ヌ主席 補 佐官 も加 えて 「強化 オプシ ョ

ン」 が検討 されたが,「 イ ラ ク に本気 で軍 事 的脅 威 を感 じさせ るこ とが何 よ り

も必要である」 と してブ ッシュ大統領 はこの増派計画 を承認 し,米 国 は40万 と

い う大 兵力 を中東 に送 り込 む こ とになったのであ る。中間選挙終了 まで国民 に

は伏せ られることになったこの第二期 「砂漠の盾」作戦 の完了予定 は1991年1

月15日,後 にブ ッシ ュ大 統 領が フセ イ ンに対 し撤退期 限 として提示 した 日であ

った。

こうした米国の対応か ら,ブ ッシ ュ政権 は 当初 か ら侵 攻 したイラク軍 を軍事

力 でたた き出す と決 めていたこ とが わか る。 この強攻策 をブ ッシュに決意 させ

たのが東西関係 に関す るセ ミナー出席のために米 国滞在 中であ ったサ ッチ ャー

首相であ った といわれている21)。サ ッチ ャー首 相 は フセ イ ンの野 望 を阻止す る

ため には米軍 を派遣する しかない と訴 え,欧 州 各 国 もい ざ とな れ ば米 国 につ く

と派兵 を強 く促 した。サ ッチ ャー首相 か ら 「欧州 も協力す る」 との確約が とれ

た ことが,ブ ッシ ュ大 統領 を軍事 力行 使 に踏 み切 らせ た大 きな要 因であった と

み られている。

サ ッチ ャー首相 に して も,CIAに して も,フ セ イ ンは クウ ェ ー トを皮 切 り

に 中東支配 を進 め,石 油 を握 る こ とで世 界 を牛耳 ろ うとい う危険 きわま りない

野望 に取 り付 かれてい るの だと説 いたが,は た して本 当 にそ うだ ったの か。 中

東外交筋では この侵攻劇の準備 は一年前か ら始 まっていた とい う見解 も出 され
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て い るが,前 節 で も述 べ た よ うに イ ラ クの最大の懸案事項は戦後復興 な ど内政

上の問題 なのであって,フ セ イ ンに ク ウェ ー ト侵 攻 を決 意 させ たの もそれが原

因であ った。 したが って,フ セ イ ンが戦 後 一貫 して中束 にお ける覇権確立 のた

めに準備 を して きた とい うのは考 えに くい。 クウェー トへの侵攻 は自 らの政権

を安定 させ,中 東 の大 国 と して存 続 す るた めの経済基盤 を獲得 す る方途 と して,

オポチ ュニ ス テ ィ ックに と られ た政策 と見る方が よ り現実に近い ように思われ

る22)。

しか し,米 情 報 当 局 や外 交筋 は 「フセ イ ンに騙 されていた」 として,自 らの

情 勢 分析 の甘 さに対 す る 自己批判 もそ こそこに,「 フセ イ ンの野望 」説 を唱 え,

フセ イ ンが いか に危 険 か とい うこ とを訴 え続 けた。 ここで注意 しなければな ら

ないのは,「 自分 の行 動 を諌 め よ う と した部下 を切 り刻 んでその妻 に送 りつ け

た」 とか 「クル ド人の反政府ゲ リラに対 して化学 兵器 を使 った」 とい うような

フセイ ンの残虐 さを印象づ ける多 くの"エ ピ ソー ド"は 紹 介 され る ものの,サ

ウ ジア ラ ビア国境 付 近 に もイ ラ ク軍が配置 された とい うこ と以外 には,フ セ イ

ンが 中東 支 配 を狙 って い る ことを示す証拠 はほ とん ど挙げ られていない とい う

ことである。 フセイ ンがなぜ侵攻 に及んだのか,そ こ に到 る まで米 国 は何 を し

て いた のか とい うことがほ とん ど論 じられない まま,フ セ イ ンの 「犯 罪行 為 」

に いか に対 処す るのか とい うこ とだけが問題 にされた23)。

8月8日 の ブ ッシ ュ大統 領 の テ レ ビ演 説 にはその傾向が如実 に現 れている。

無条件撤退 ・旧体制復活 を第一 に掲 げ,侵 攻 を招 い た既 存 体 制,首 長 制 な どの

問題 や そ う した体 制 と米国 との関わ りな どには一切触れ ることはなかった。

こうして,中 東 の独 裁 者 がつ い にそ の本性 を現 して弱小国 に襲いかか っ

た。 い まこの悪魔 を打倒 しなければ世界 は大変な ことになる とい う 「フセ

インの野望」説 は,米 軍 派遣 の 正 当性 を支 え る有 効 な根拠 となったのであ る。

さらにまた,8月3日 の米 ソ共 同声 明が発 表 され た り,国 連 及 び各 国 で イ ラ

ク を非 難 す るな ど,イ ラ クの行為 に反対 す る国際 世論が急速 に広 が っていた こ

と,イ ラクが一 時撤 退 を表 明 しなが ら結局 クウェー ト統合 を宣言 した り,人 質

作 戦 を展 開 した りと,「 打 倒 す べ き侵 略 者 フセ イ ン」 とい う敵性 イメー ジを確

立す る好条件 に恵 まれた。
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もちろんフセインの行動が国際法を無視 し,国 連憲章の理念に反するもので

あることは論を待たない。 したがって,国 連を始め多 くの国々はフセインの暴

挙に対抗するため,き わめて迅速な対応 をみせている。国連安保理は侵攻の事

実が判明するとす ぐにイラクの行為を非難 し,「政治的」解決 を呼びかけた。

そ して,フ セインがクウェー トか ら退かないことがわかると直ちに制裁措置を

とるなど,イ ラクが不法行為 を改めることを断固として要求 した。

米国はこれに呼応 して,経 済制裁 を有効にするための軍事的プレゼ ンスとい

う論理で米軍派兵 を正当化 した。 しか し,8月 中旬以降,ペ ルシャ湾岸の米艦

船によるイラク艦船への発砲や臨検が行われるにおよび湾岸の緊張は一気に高

まり,こ れに対 しデクエヤル国連事務総長は,「 米軍の行動は国連決定 とは無

関係」 と発言するなど,米 軍の勇足が目立った。この時期,国 連は じめ関係各

国は 「政治的」解決 を目指 して,非 軍事的な方途を模索 していたのである。侵

攻 を招いた背後にある問題には手 をつけず,フ セインを打倒することで解決 を

図ろうとする米国の力の論理 もまた,フ セインの行動 と同 じように,本 来なら

国際社会で正当性 を獲得 しうるものではなかった。

しか し,米 国は 「砂漠の盾」作戦が一段落ついた9月 初旬ころか ら,こ の力

の政策を正当化する準備を着々と進めていった。9月9日 ヘルシンキで発表さ

れた米ソ首脳共同宣言では国連決議完全実施へ向けて米ソが協力することをう

た うとともに,「 国連憲章に基づ く追加的な制裁措置 を検討する」ことを表明

した。これ以降,米 ソ協調 を軸 とした米国の対国連工作が本格化することにな

る。

米 ソ首脳会談を終えたブ ッシュ大統領は9月11日 に議i会で演説 し,東 西冷戦

の間隙を衝こうとしたフセインの目論見は失敗するであろうと述べた。また,

クウェー トの原状 を復帰させるという当初の四つの目標に加えて,新 たな世界

秩序の構築 を掲げ,新 しい世界においてフセインのような独裁者の暴挙の発生

を未然に防 ぐことが米国の使命であると訴えた。 さらに,米 国はあ くまで もイ

ラク国民ではな くイラクの独裁者 と戦 うのであって,今 こそ米国の力を証明す

ることが何 よりも優先 されなければならないとし,世 界の指導たろうとする米

国の行動を支えるのは国民的コンセンサスであると派遣軍に対する国民的支持
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を呼びかけた。

11月8日,中 問選挙が終了したことを受けて,ブ ッシュ大統領は湾岸への派

遣軍 を二倍にすると発表 したが,議 会か ら思わぬ反発 を受けることになる24)。

上院軍事委員会の公聴会ではウィリアム ・クロウ元統合参謀本部議長やヘ ン

リー ・キ ッシンジャー元国務長官など大物政治家が次々と対 イラク慎重論を展

開した25)。

イラクの不正 を矯正するには,今 までに無いほどの効果 をあげつつある経済

制裁を続ければ充分であって,こ れ以上の軍事的措置は必要ない とする慎重論

は客観的な情勢判断に基づいた正論であった。そして,不 用意な介入は第二の

ヴェ トナムを生むという主張は,戦 争 を望まない多 くの米国民の声を代弁する

ものであったと言えるであろう。

この思わぬ障害を乗 り越えるために,ブ ッシュとべーカーの国連工作が生 き

て くることになる。ブッシュ政権が訴えるフセインの核兵器開発や石油支配 と

いった危険性は,米 国が戦争を仕掛ける理由としてはそれほどの説得力を持た

なかった。 しか し,11月29日,国 連安保理は 「イラクが1991年1月15日 をもっ

ても撤退 しない場合は国連加盟国は必要なあらゆる手段をとることを正当化 さ

れる」 との決議をし,こ れによってブ ッシュ政権はイラク打倒へ大 きく進み出

した。

翌11月30日,ブ ッシュ大統領はこの国連安保理決議 を受 けてテレビ演説を行

い,① 安保理決議 という正当な手続 きを経て,国 連が目指す平和維持 という正

当な目的のために武力行使 も認められた,② 米国は戦争回避のために最後の努

力を続 けるが,③ たとえ戦争になったとして も,米 国及びその同盟国は充分な

戦力をもってお り,ヴ ェ トナムの様な長期戦にはならない,と いうかたちで米

国世論をうまく押え込んだ。

こうしてブ ッシュ大統領が最終的な正義の拠所 とした国連決議ではあるが,

その正当性にはかな りの問題を残 している。 リチ ャー ド・フォークは安保理決

議第678号 の採決にあたって中国が棄権 している事実 を指摘 し,こ の決議は国

連憲章に定められている 「五大国一致」の原則を無視 した"違 法"な ものであ

るなどと述べて,こ うした決議 を採択するまでに国連が 「米国の道具にな り下
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が った」 ことを批判 している。そ して,こ の よ うな 「武力 行 使容 認 決議 」は米

国の戦争 を決 して正 当化 しない と論 じている26)。

また,ブ ッシ ュ大統 領 が約 束 した 最後 の外交努力 も形 だけの ものであ った。

ブ ッシュ政権 は しば しば 「侵略者 と妥協 は しない し,交 渉 も しな い」 と言 明 し

て い た通 り,次 々 に打 ち出 され た国連 決議 の無条件 ・完全実施 を要求 し,フ セ

イ ンの正 当性 を一 切 認 め な い とい う態度 をと り続 けた。 これはフセイ ンに対 し

て,ク ウェ ー トか ら撤 退 して 政治 生命 を失 うか,米 国 との戦 争 に生 き残 りを賭

け るか とい う選択 を迫 ってい るのに等 しい ものである。 これで はとうてい戦争

回避 の努力 を して きた とは言えないであろ う。結局,ブ ッシ ュ政 権 は ク ウェ ー

トの原状 復帰 を掲 げた4項 目発 表 以来,フ セ イ ン政権 とそ の軍 事 力 を潰 す ため

の努力 を して きたので あって,安 保 理 決 議 第678号 とい う 「戦 争 免 許証 」が 発

行 され た ことで戦争への レールが完成 されたのである。

以上見て きた ように,ブ ッシ ュ政 権 が発 表 して きた 「戦争 の理由」 は,米 国

とそ の 同盟 国軍 が イ ラ クに攻 撃 を仕掛けなければならない"必 然 性"を 示 す も

の で はなか った。 そ れ で は,こ の よ うな戦 争 のエ クス キ ューズで しかない 「正

義 」 を掲げて戦争 に突入 した米 国の本当の狙 いは どこにあったのであろ うか。

イ ラクへ の爆撃が始 まる と間 もな く,大 統 領 補 佐官 は ブ ッシ ュ政権 が 戦争 に

賭 けた理由 を明 らかに している。

この戦争が成功すれば様 々なチ ャンスが生 まれる。 まず第一に経済回復

の鍵 となる国民的 自信の回復。そ して,海 外 との 関 わ りを恐 れ て きた ヴ ェ トナ

ム ・シ ン ドロームの払拭。我 々は外交 ,テ ク ノロ ジー,志 願 兵 と予 備 兵,全 て

の もの に対 す る 自信 を持 つ こ とがで きる27)。

戦争 を戦 って"勝 つ"こ とに よ って米 国 の外 交 と軍事 力 の強 さを証明 してみ

せ ることが,米 国 民 の支 持 を取 り付 け る最 良 の方法であ って,こ れ に よ って ブ

ッシ ュ再 選へ の道 が開ける,と い うのが ブ ッシ ュ大統 領 側 近 の"読 み"で あ っ

た 。 しか し,そ れ は対 イ ラ ク戦 争 の副 次 的 な成果 に しか過 ぎない。

イラクの軍事力 を壊 滅 させ るこ とはイス ラエ ルの要求 に答 える ものであ ると

同時 に,湾 岸諸 国 に 中東 に お け る米 国 の 治安維持 能力 を当面 の間 は納得 させ る

こ とになるであろ う。 こう して米 国が国際的 な威信 を回復す れば,中 東 の石 油
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を支 配 しよ うとい うフセ イ ンに代 わって石油市場 を掌握す ることがで きる。す

なわち,米 国 はOPECに 対 す る大 きな影響 力 を獲i得す る こ とにな る28)。石 油

市 場 の安 定 が"世 界 経 済"の 発 展 に寄 与 す る とい う こ とをブ ッシュ大統領 も何

度 か言及 しているが,石 油 市 場 の安 定(=安 値安 定)は 何 よ りも大量 の石油 消

費 に よって成 り立 っている米国経 済 に多大な利益 を もた らす ものなのである2g)。

この よ うに湾 岸 戦争 はブ ッシ ュ政権 に とって,米 国 の威信 と経 済 力 を回復 さ

せ,大 統 領 再 選 を確 実 にす る もの と して,"戦 う価 値 の あ る戦 争"で あ っ た の

で あ る。 ブ ッシ ュ政 権 のこの戦争政策 を支 えたのが米国民 の世論であった。

皿.米 国民 はなぜ戦争 を許 したのか?

ち ょうど2時 間前,多 国籍軍 は イ ラ ク とク ウ ェー トの軍事施設 に対 して攻

撃 を始め た。陸軍 は使 っていない。……この軍事行動 は国連安保理の決議 に基

づ くものだ。終 わ りの無 いように思われた外交努力の結果だ。アラブ世界 もア

ラブ的解決 を求 めた。 しか し,フ セ イ ン大統 領 は撤 退 しなか った。……我 々 と

してはフセイ ン大統領 を武力で クウェー トか ら追 い出す しかない。……我 々の

目的ははっき りしている。フセ インの軍 をクウェー トから追い出 し,ク ウ ェー

トの正 統 政府 を回復 す る ことだ30)。

石 川 好 は,こ の ブ ッシ ュ大統 領 の 開戦 演説 に 「ある淋 しさを発見 し」,「ア メ

リカ時代 の終 焉 」を感 じた とす る興味深 い見解 を示 している。石川が感 じた 「淋

しさ」とは,湾 岸 戦 争 の 目的 を語 る言 葉 に,か つ て 「デモ ク ラ シー」や 「フ リー

ダム」 とい った言葉が もっていた ような力が感 じられ ない ことである とい う31)。

今 回 の 開戦 宣 言 に は,「 イ ラ クだ けで な く,ア ラ ブ世界 に と って も問 題 で あ

った 『戦前 』が,単 に 回復 され る こ との意 味 しか 」含 まれてお らず,「 開戦 の

言 葉 が終 戦 後 の新 しい社 会体制作 りに意味 をなす」といった従来の 「開戦言葉」

で はない。「アメ リカの正義 や理念 は後 にあ るので はな く,運 動 状 況 と して あ

るの で あ り,さ らにそ の運動 の果 て にあ る ものなのである。言葉 に力があるの

は,未 来 を語 る と きだ けで あ る。 …… どんな国 よ りも輝 か しい未来が語れるか
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ら,ア メ リカの言 葉 は激 しか ったの だ」32)と 述 べ,そ の 「ア メ リカ」が 「後 ろ

向 きの言葉」 を語 り始めた ことに,あ る種 の 「ア メ リカ」 ら しさの崩壊 を見 て

取 った と記 してい る。

ブ ッシュ大統領 の掲 げた 「正義」 は,確 か に40万 にお よぶ 大 軍 を派遣 す る理

由 と しては説得力 を欠 くものであ った。『ニ ューズウ ィー ク』誌の論説で も,

理想 主 義 の 国 ・ア メ リカが戦 争 をしようとするの に,「 訴 え るべ き理念 が ない 」

こ とが 問題であ るとされている。今 回の湾岸戦争の場合,ク ウ ェー トの封 建 制

の復 活 と民 主主義 の擁護iはつ なが らない し,侵 略 を見過 ごせ ない とい って も,

制 裁 も受 けず に見 逃 されて きて いる侵略 は山ほ どあ る。誰 に もわか らない 「新

世界秩序」では戦争の 目的 にはな り得 ないと33),そ の道徳 的根 拠 の薄 弱 さ を指 ・

摘 してい る。

石川の 「アメ リカ」観 は,い さ さか感 傷 的 に過 ぎる きらい はある ものの,こ

う した 「説得 力」 の無 さ を よ く説明 しているように思 われる。 ところが,こ の

説得 性 に欠 け るブ ッシ ュ大統 領 の湾岸戦争 に対 し,米 国民 は終 始 高 い支 持 を与

えて きたのである。 この点 につ いて,ブ ッシ ュ大 統領 は今 まで の よ うな言葉 の

使 い方 を しないで米 国を戦争 に導 くことに成功 した,と す る論 説が 『ワ シ ン ト

ンポ ス ト』紙 に掲載 されている34)。

筆 者 の チ ャール ズ ・ク ラウ トハマ ーは,指 導者 が国民 を戦 争へ とに駆 り立て

る場 合,こ れ まで は たい て いが,言 葉,レ トリ ックで 人 々 を鼓 舞 させ る ことに

よって行 われて きた と述べ る。 しか し,ブ ッシ ュ大統 領 は この常套 手 段 を使 わ

ず,"事 実"を 作 り出す こ とに よ って米 国民 を戦争 に導いて きた と分析す る。

クラウ トハマ ーによれば,8月2日 以 降,ブ ッシ ュ大統 領 は決定 的 な4つ の

局 面 で大胆 かつ 一方 的 な既 成 事実 を作 り上 げることによって米国世論 を転換 さ

せ て きた。 ブ ッシュ大統領 のこ うした行動が 「議論 を変容 させ て,や が てそ れ

が 不 可避 で は な くて も必要 な ものである と見 なされるようにな り,そ して正 し

い と見 な され る よ うに」なったのである。

まず第一 に,8月7日 の最 初 の派兵 発 表 が あ げ られ る。 この3日 前 に行 わ れ

た ギ ャロ ップ調査 に よれば,ク ウ ェー ト防衛 の ため に米 国軍 を派遣す ることに

56%が 反対 で あ った。 しか し,派 兵 演説 後 こ れが逆転 し,81%が 支 持 に回 っ た。
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これ で米 軍 派 遣 そ の もの に対 す る反対論 は影 をひそめ,批 判 派 の主 流 意見 は,

これ以上 の コ ミ ッ トに反対 す る とい うものになった。

次 に,11月8日 の派 遣軍 倍増 の発 表 が あ った。 これ に対 してナ ン上院議員 を

は じめ とする民主党 の猛反発があ ったわけで あるが,反 対 派 は増 派 が 米 国 の威

信 の た め に必要であ って,イ ラ ク を クウ ェー トか ら追 い出す とい う決意の表 明

であ るとい う政治的事実 を覆す こ とはで きなか った。

そ こで反対 派は,増 派 が 戦争 を引 き起 こす もので あ るとい う点 に批判 を集中

させた。 しか し,ブ ッシ ュは こ こで も様 々 な政治 的事実 を積 み上 げ,特 に国 連

決 議 で撤 退 期 限が 設 定 されたこ とに よって,反 対 派 の攻 撃 は きわ めて 困難 な も

の になった。 この時,撤 退期 限 は開戦 予定 日で はな く,そ れ以前 には戦 争 は起

こ らない とい う国民 の不安 を和 らげ る安全弁 として働 いた と言 えよう。

最後 に,地 上 戦へ の突 入 につ い て で あ るが,米 国軍 の戦争 被 害 を恐 れて い る

国 民 は空爆 には支持 を与 えていた ものの,地 上 戦 の 開始 に は反 対 して い た。 と

ころが,地 上 戦 開始10日 前 に行 われ たCBS/NewYorkTimesの 世 論 調 査 に

よれ ば,地 上戦 開始 を支持 す る もの は11%し か な か ったが,地 上 戦 開始 の翌 日

には75%が これ を支 持 して い る35)。空爆・だ けで は フセ イ ン大統 領 を打倒 で きな

い と"判 った"か らで あ る。

こ う した 各局 面 にお ける国民の支持 の獲得 は,ま ず 何 よ りも,彼 自信 の手 に

よ らない 「二 つ の事 実,す なわ ち,無 謀 な敵 と正 当 な大義 」が 与 え られていた

ことに よる もので はあるが,そ れぞ れ の時点 で,米 国民 はブ ッシ ュ大 統 領 が作

り出 して きた"事 実"以 外 の選 択 の余 地 が ほ とん ど無 か った とい う点を考 えな

くてはな らない。 クラウ トハマ ーは 「戦争 において は,人 は暗 闇の 中で た くさ

んの選 択 を しなければな らない。それは適切 な選択 を した として も,支 持 を受

け難 い よ うな選 択 を した として も,国 民 はつ いて 来 ざ るを得 な い とい うことで

ある」 と述べている。

クラウ トハマーが 「レ トリックを用いていない」 と言 っているのは,石 川 が

「言 葉 に力 が無 い」 と感 じてい ることと一致す るところであ る。 しか し,ク ラ

ウ トハ マ ー の言 う"事 実"作 りは,人 を鼓 舞 す る言 葉 を弄 しない とい う点で は

レ トリックの技 法ではないが,情 報 操 作 とい うか た ち の"事 実"の 修 辞 で あ っ
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た。 ブ ッシュ大統領 は"事 実"を 語 った か も知 れ ない が,そ れ は"真 実"で は

な い こ と もあ った し,少 な くと も一 方 を利 す るだ けの"政 治 的事 実"で あ る こ

との 方 が多 か った。

確 か にブ ッシュ大統領 は,演 説 の文 言 に よ って 戦意 を高揚 させ ようとは しな

か ったが,あ らゆ るマ ス メ デ ィア を駆 使 して(報 道 規 制 も含 め た)"情 報 戦"

を展 開 し,こ れ に成 功 した と言 え るで あ ろ う。湾岸危機 を国民の前 に示す際に,

そ の現 実 を様 々な側 面 ご とに切 り出 して再構成 し,危 険 な独 裁者 フセ イ ンをこ

の ま ま放置すれば世界的な破局 を招 きかねない,フ セ イ ンを退 治 す るの は世 界

の警 察官 たる 「アメ リカ」の使命である とい う一つの フィクシ ョンを作 り出 し

たのである。

フセイ ンを叩 くための軍事行動 を遂行す るにあた って,最 大 の ネ ック と考 え

られ て いた のが米国民の反戦感情 とりわけヴェ トナム を繰 り返 した くない

とい う感情であ った。そ して,こ の ような反 戦機 運 の 高 ま りは フセイ ン大統領

の思 う壷で ある と喧伝 された36)。 こ う して反 戦運 動 は封 じ込 め られ,さ らに,

この 「警 察 官 の責 務 」 とい う虚構が米国民 に受容 されたこ とによって,ブ ッシ

ュ政権 の戦争 政 策 は未曾 有 の成功 を収めることがで きたのである。だが それ は,

ブ ッシ ュ政権 の手 際 と運 の良 さだけによる もので はな く,米 国民 の 中 に こ う し

た論理 を受容 す る下地が あったか らこそ初めて可能になった。 それは レーガン

の登場 に象徴 され るアメ リカ保守主義 の台頭 としてすで に表面化 していた もの

である。

80年 代 の米 国 の保 守 化傾 向 を助 長 して きた国民 的な自信喪失状態 を指 して,

「ヴェ トナ ム ・シ ン ドロ ーム」 と呼 ばれた。 これは言 うまで もな く,60年 代 を

通 じて,ヴ ェ トナ ム反 戦運 動 や公 民 権運 動 な どが,建 国以 来 の理 念 や価 値 観 を

体 現 して きた とされるエス タブ リッシュメ ン トへ の徹底的 な批判 ・拒絶 を展開

したこ とで巻 き起 こした社会的混乱か ら,米 国が い まだ に回復 して い な い とい

うこ とを示 している。

この反戦運動 ・公民権運動 は破壊 的 とも言 えるインパ ク トをもっていたが,

そ の運 動 の先 に明 るい希望 を示 す ことがで きない まま挫折 してい った。そ して,

本来 な ら戦 争 の犠 牲 者 と考 え るべ きヴェ トナム帰還兵 をも敵視 して槍玉 にあげ
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た,い わ ゆ る反 戦 エ リー トた ち の独 善 性 ・偽善性が また,ヴ ェ トナ ム時 代 の 大

きな傷 とな って いる。 これ はまた,米 国内 の反 戦 勢 力 の足 枷 と もな ってい るの

だ37)。

そ れ に加 えて,相 対 的 な経 済 力 の低 下 に よ り,米 国 は グ ロ0バ ル ・パ ワ ー と

して の トップの 地位 を保てな くなって きていた。その ような ころに 『大国の興

亡 』が論 じられ,米 国 は この ま ま没落 して い くか の ような不安が広 がっていた

のである。 こうした時代 に登場 した レーガンが米国民 に支持 された ことに,か

つ て の古 き良 き米 国 の清新 さ,強 さへ の希求,恋 慕 が読 み取 れ る。

そ の一 方 で,フ ラ ンシ ス ・コ ッポ ラの 「地 獄 の黙示録」以後,「 ヴェ トナ ム」

を直接 題材 と して戦争の無意味 さを訴 える映画が次 々 とつ くられるな ど,米 国

内 で大 衆 的 な レベ ル の 「ヴ ェ トナム」の総括が行われ る時が来 ていた。だが,

こ う した 一連 の ヴ ェ トナ ム映画 で は兵士の苦悩 は浮 き彫 りにされた ものの ,「人

間 を破壊 す る戦 争 は,も はや政 治 的手段 と して選択 で きない ものだ」 とい う意

識が どれほ ど定着 したか は疑問である。

元来,米 国民 は,北 米 大 陸 に植 民 後,自 らの生 活 圏 を原 住 民 との 闘争 の中で

勝 ち取 り,自 国 の独 立 や 国家 の あ り方 を巡 る対立 において も,自 らの理 念 や権

利 ・権 益 の ため には戦争 をも辞 さず に勝 ち取 って きた国民であ る。 したが って,

米 国 は元 来 「正 戦 」 を是 とす る 国 であ って,「 正 戦 」 で あ って こそ国 民 の 支 持

を得 ることがで きるのである。

しか し,そ もそ も 「正 義 の戦 争 」 な ど とい う ものは一つの虚構 に しか過 ぎな

い。 ヴェ トナム戦争ではその虚構性 と不正義 ぶ りが米国民 の前 に暴露 されたが

ゆえに,米 国民 の 意志 に よって この戦 争 は止 め させ られた とも言 えよう。

今 回の湾岸戦争 もまさにこうした虚構 の中で正当化 されているに過 ぎないの

であるが,「 ヴ ェ トナ ム は失 敗 で あ って,今 回 は ヴ ェ トナム とは違 う」と言 う"レ

トリ ック"で この虚構 は押 し通 され た。

ハ ル バ ースタム も指摘 してい るが ,ブ ッシ ュ大 統 領 は この点 で米 国民 の ヴェ

トナム戦争 に対す る 「ある種の怒 り」 を実 に巧 みに利 用 してい る。 レーガ ンー

ブ ッシュと続 く共和党政権 はヴェ トナム戦争が 「過 ち」で あった とは言 わず ,

む しろ 「尊 い努 力 に もか か わ らず,な ぜ か 実 らな か った」38)とい う方 向 で 「ヴ
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エ トナム」 を反省す る。 その結果が圧倒的 な物量作戦 と完全 な報道管制であ っ

た。そ して,こ の 政 策 は軍事 的 に も政治 的 に も成功 したのである。

多 くの国民 は どんな形であれ,「 ヴェ トナ ム ・シ ン ドロー ム をたた き出 した」

とい う宣言 を聞 きた くてブ ッシュ政権 に支持 を与 えた と言 うことがで きるであ

ろ う。 それは,ま さ に"AmericanOrdeal"39)で あ った ヴ ェ トナ ム の呪 縛 か ら

逃 れ た い とい う気持 ちが いかに強い ものであ るか を示す もので もあ る。 か くし

て,米 国民 は戦 争 を拒 否 しなか った 。こ うした背景が あったればこそ,ブ ッシ

ュの賭 は成功 を収 め るこ とがで きたのであ る。

むすび

国民が拒否 しない限 り戦争 を阻止 するこ とはで きない一我 々は湾岸戦争で こ

の事実が持つ重要性 を考 えざるをえなか った。そ して また,こ の事 実 は 国民 が

拒 否 す る限 り戦 争 はで きない ものである とい うことも示 しているのである。

湾岸危機以降,米 国 で は ヴ ェ トナ ムの教 訓 は 「どうすれば戦争 に勝 てるか?」

とい う方 向 で しか検討 され なか った。ブ ッシュ政権 はこの教 訓 を充分 に活か し

て,「 国民 の拒 否 」 に合 わ ない よ うに戦争 を準備 し,遂 行 した ので あ る。 そ れ

は戦 争 が絶対悪 であるとはみないで,正 義 の戦争 が あ りうるの だ とい う多 くの

米 国民の戦争観 に支 えられた もので あった。

しか しその一方 で,"ヴ ェ トナ ム"の 経 験 か ら 「も う戦 争 はで きな い」 とい

う教訓 を引 き出 した,も うひ とつ の"ヴ ェ トナム"総 括 の方 向 も確 実 に存 在 し

て い た。

ハ ルバ ース タム といった"ヴ ェ トナ ム"を 直接 に取 材 して きた ジ ャーナ リス

トの ような人ほ ど,武 力 に よる真 の勝 利,社 会 正義 の実現 はあ り得 ない と主張

す る。彼 は 「圧倒 的な制空力 を持 ってすれば,ち っぽ け な農民 国 に対 して,彼

らの大 義 に は望 み が な く,す ぐ降伏 す る しか道 が ない こ とを思 い知 らせ るこ と

がで きるだろ う」 とい うヴェ トナム戦争 を計画 した戦略家の軍事力信仰 を批 判

し,「 トップの 人 間 た ちの ほ とん どはい まだ に気づ いていないのだろ うが,人

間 を爆 撃 す れ ば,そ の思 想 は弱 まる どこ ろか強 さをい っそ う増す こ とになるの
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だ 」 と述べ て い る40)。

また,全 米 で 大 ヒ ッ トした映 画 「プ ラ トー ン」の ように,ヴ ェ トナ ム を舞 台

と して戦場 で行 われ る人間性破壊の現実が取 り上げ られ,戦 争 その ものが不 正

義 で あ る とい うこ との認識が深 め らることになった。そ して,戦 場 に行 った兵

士 た ち も犠牲 者 で あ るということを自覚 させ ることに もなったのである。それ

は また,ウ ィ リア ム ・ジ ョイナ ー ・セ ン ター41>の研 究 ・援 助 活 動 を始 め,ヴ ェ

トナ ム帰 還 兵 の復 権 ・社 会 復帰 を目指す運動へ の関心 の高 ま りをもたら した。

ヴェ トナムを経験 し,そ して ヴェ トナ ム ・シ ン ドロ ームを体験 して反戦 を訴

える人々は,戦 争 その ものの不 正 義 さを訴 えているのであ り,こ う した人 々 は,

た とえ イ ラク を戦 争 で 叩 い た ところで,米 国 が ヴ ェ トナ ム ・シ ン ドロ ームか ら

本 当の意味で立ち直 ることはで きないこ とをよ く理解 している。我 々は多 くの

犠牲 を出 して戦争 か らそのこ とを 戦争で失 った もの を戦争で取 り戻す こと

は不 可能 である とい うこ とを学 んだのである。「戦争 の非制度化 」 に向か う人

類社会の発展 を とどめるようなことは断 じて して はな らない。

米 国の戦争後遺症 は,こ の教 訓 を多 くの 人が 理解 した上 で克服 してい くべ き

問題 である し,そ こ に米 国 で反 戦 ・平和 を訴 え る運動が果 たすべ き大 きな役割

がある。
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た 大 部 の ル ポ ル タ ー ジ ュ な ど が 出 版 さ れ る な ど,社 会 的 な 解 決 を 目 指 す 動 き が よ

う や く表 面 化 して き た と い え る 。80年 以 降 の こ う し た ヴ ェ トナ ム 問 題 へ の 取 り組

み に つ い て は 改 め て 論 じ て い き た い 。

(た まい ひで き 平和問題研究所助手)


